
たった一人しかない自分を　たった一度しかない人生を
本当に生かさなかったら　人間生まれた甲斐がないじゃないか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～「路傍の石」の一節～

勤続15年、30年表彰の皆さん
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愛護の道 ❷❸ 愛護の道

『 薔薇たちの風景 』 

『 レインボーのネコ 』

障がい者支援施設静山園
利用者　及川郁さん

フラワーセンターあいご
利用者　工藤雅稔さん

〔 各部会長決意表明 〕

〔 永年勤続表彰 〕

〔 理事長挨拶 〕

　
令
和
5
年
11
月
23
日
よ
り
、
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
を
会
場
に
絵
画
、
書
道
、

写
真
、
工
芸
、
文
芸
の
５
部
門
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
当
法
人
の
施
設
利
用
者
さ

ん
４
名
が
出
展
し
、
２
名
の
作
品
が
努
力
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
12
月
10
日
に
は
応

募
作
品
展
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
一
年
の
始
ま
り
は
新
年
交
賀
式
。

　
式
で
は
及
川
紀
美
子
理
事
長
に
よ
る
年
頭
の
挨
拶
に
続
き
、

永
年
勤
続
表
彰
と
各
部
会
長
か
ら
の
決
意
表
明
が
行
わ
れ
、

職
員
一
同
気
持
ち
を
新
た
に
、
新
年
の
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
永
年
勤
続
表
彰
で
は
、
30
年
表
彰

２
名
、
15
年
表
彰
９
名
の
職
員
に
、

及
川
紀
美
子
理
事
長
よ
り
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
代
表
と
し
て
、
障
が
い
者

支
援
施
設
静
山
園
髙
橋
篤
園
長
よ
り

「
現
在
の
障
が
い
者
福
祉
制
度
は
30

年
前
に
比
べ
、
当
時
か
ら
想
像
も
つ

か
な
い
よ
う
な
こ
と
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
を
機
に
初
心
に
か
え
り
、

よ
り
良
い
支
援
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
日
々
努
力
を
し
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
心
を

寄
せ
、
真
心
を
持
っ
て
支
援
す
る
こ

と
が
で
き
る
職
員
を
目
指
し
、
日
々

の
職
務
を
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
��
回 

岩
手
県
障
が
い
者
文
化
芸
術
祭

愛
　
護
　
会
　
新
　
年
　
交
　
賀
　
式　

旧
正
月
の
２
月
11
日
、
黒
田
助
獅
子
舞
保
存
会

で
は
水
沢
羽
田
町
黒
田
助
行
政
区
内
を
ま
わ
り
、

太
鼓
や
手
平
鉦
、
笛
の
に
ぎ
や
か
な
音
と
と
も
に

伝
統
の
舞
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
各
施
設
の
利
用
者
さ
ん
た

ち
も
毎
年
の
楽
し
み
と
心
待

ち
に
し
て
お
り
、
獅
子
頭
に

頭
を
噛
ん
で
も
ら
い
今
年
一

年
の
無
病
息
災
を
お
祈
り
し

ま
し
た
。

『
黒
田
助
獅
子
舞
門
付
け
』

　
令
和
６
年
３
月
25
日
新
採
用
職
員
を
対
象
に
研
修
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
法
人
理
事
長
よ
り
「
愛
護
会
の

歴
史
、
愛
護
会
職
員
へ
の
心
構
え
」
に
つ
い
て
講
話
頂

き
、
専
務
理
事
よ
り
「
利
用
者
の
虐
待
防
止
と
苦
情
解

決
」
に
つ
い
て
講
義
頂
き
ま
し
た
。
外
部
講
師
か
ら
は
、

よ
り
良
い
人
間
関
係
を
築
く
た
め
の
「
社
会
人
と
し
て
必

要
な
マ
ナ
ー
・
言
葉
づ
か
い
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
新
年
度
か
ら
愛
護
会
の
一
員
と
し
て
大
き
な
力
を
発
揮

し
、
飛
躍
し
て
頂
く
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

新
採
用
職
員
講
座

（
市
無
形
民
俗
文
化
財
）
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編
集
後
記�

　
多
く
の
方
々
よ
り
、た
く
さ
ん
の『
ま
ご
こ
ろ
』が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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佐
々
木
　
一
　
正

松
　
戸
　
ト
キ
子

小
原
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工
業
㈱

㈱
ハ
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店
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㈱
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㈱

㈱
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㈲
千
葉
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（
令
和
５
年
10
月
１
日
〜

　
　
令
和
６
年
１
月
31
日
）

順
不
同

　
３
月
22
日
、
と
き
わ
寮
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
水

沢
第
一
高
等
学
校
の
吹
奏
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
銀
河
鉄
道
９
９
９
、
最
新

の
ヒ
ッ
ト
曲
メ
ド
レ
ー
、
地
元
出
身
歌
手
の
大
滝
栄

一
さ
ん
の
「
君
は
天
然
色
」
、
ジ
ャ
ズ
等
、
心
に
響

く
多
彩
な
演
奏
に
加
え
、
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ミ
ッ
キ
ー
の

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
利
用
者
さ
ん
も
飛
び
入
り
参
加
で
一
緒
に
踊

り
、
一
高
の
皆
さ
ん
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
素
敵
な
時
間
を
過

ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な

地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
で

き
る
機
会
が
増
え
て
い
く

こ
と
を
願
い
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
（
小
晴
）

訃
　
報

岩
手
県
か
ら
石
川
県
へ

　
　つ
な
ぐ
支
え
合
い
の
輪

　
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

愛
護
苑
苑
長
で
あ
っ
た
千
葉
信
男
理
事

が
令
和
６
年
１
月
28
日
に
急
逝
さ
れ
ま

し
た
（
享
年
67
歳
）
。
平
成
９
年
２
月

に
愛
護
会
入
職
以
来
、
27
年
間
に
渡
り

多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
表
彰
を
は
じ

め
、
数
々
の
功
績
に
対
し
表
彰
を
受

　
令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
石
川
県
能
登
半
島
地
震
で

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
法
人
で
は
、
岩
手
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
青
年

会
の
支
援
物
資
援
助
活
動
に
賛
同
し
、
米
・
紙
お
む
つ
・
靴

下
・
紙
皿
・
使
い
捨
て
ホ
ッ
カ
イ
ロ
な
ど
を
青
年
会
野
田
会
長

と
当
法
人
の
青
年
会
会
員
と
と
も
に
石
川
県
金
沢
市
に
出
向

き
、
社
会
福
祉
法
人
佛
子
園
の
シ
ェ
ア
金
沢
に
お
届
け
い
た
し

ま
し
た
。

　
ま
た
今
回
、
支
援
物
資
を
調
達
す
る
に
あ
た
り
、
産
直
か
ね

が
さ
き
の
み
な
さ
ん
か
ら
沢
山
の
ご
協
力
を
頂
き
、
被
災
地
に

お
届
け
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
被
災
地
の
方
々
が
一
日
で

も
早
く
通
常
の
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

け
、
令
和
５
年
３
月
に
は
、
岩
手
県
社
会

福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
会
長
よ
り
表
彰

さ
れ
、
経
営
者
と
し
て
の
功
績
も
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
い
つ
も
笑
顔
で

職
員
の
先
頭
に
立

ち
、
周
囲
に
寛
容

で
頼
れ
る
先
輩
と

し
て
慕
わ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
心
か

ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

青年会の野田会長（左）と
積み込みした愛護会職員

お届けした支援物資


